
不法投棄防止地区の活動紹介 ～加東市永福台地区～ 

～加東市湖翠苑地区～ 
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平成３０年３月１日発行 

兵庫県北播磨県民局 県民交流室 環境課 

  〒６７３-１４３１ 兵庫県加東市社字西柿１０７５-２ 

  ＴＥＬ：０７９５-４２-５１１１（内線３４１） ＦＡＸ：０７９５-４２-７５３５ 

  Ｈ Ｐ：http://web.pref.hyogo.jp/area/n_harima/index.html 

  ハリーン通信では、みなさんからの投稿、ご意見、ご感想をお待ちしています！ 

    ぜひ、事務局までお寄せください！ 
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不法投棄防止地区の紹介 ～加東市湖翠苑地区～ 

加東市永福台地区は、加東市の東側に位置し、中国自動車道、ひょうご東条インターに近

い、自然豊かな森の中にあります。地区の方々が当番制で、ゴミの集積場所の掃除をしたり、

地区内の草刈や清掃を定期的に行い、美化に努めています。 

草刈の時に不法投棄を発見し役員がひとつづつ分別して処分したことがありました。今は

不法投棄防止の看板や監視カメラを地区内の死角になる場所に設置するとともに、見回りを

続けています。 

｢永福台に来られた方に、『ここは気持ちの良い、きれいな所やね。』と言ってもらいたい。

だから、自分の家のまわりだけでなく、地区全体の美化に努めています｡｣との松尾区長のお

話でした。 

不法投棄を許さない地域づくり 

不法投棄防止地区の紹介 ～加東市永福台地区～ 

東側に東条湖、おもちゃ王国、近くには朝光寺。湖翠苑地区は、加東市畑町の中に位置する

静かな森の中の住宅です。 

ゴミの集積場所は、住民がボランティアで掃除をされ、整備が行き届いています。地区内に

は不法投棄防止のための看板が要所要所に置かれ、不法投棄を許さない意気込みが感じられま

した。 

「不法投棄は以前あったようですが、最近はありません。住民の年齢層が広く、自治会の人

たちがみんな揃っての清掃活動は行っていませんが、市のクリーンアップキャンペーンの時な

どは、それぞれが家のまわりや近くの場所を掃除しています。また、住民が出来ない場所は、

専門の方に依頼して草刈などをしています。」との丸谷自治会長のお話でした。 

監視カメラで見張ってます! 

不法投棄は許しません！ 



 設置(貸し出し)にあたっては、一定の条件を満たす必要がありますが、不法投棄にお悩みの 

際は県民局までご相談ください。 
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 北播磨県民局では、平成 27 年度より移動式監視カメラを整備し、不法投棄の防止に向け貸し 

出しを行っています。平成 29 年度のカメラ設置状況をお知らせします。 

加東市高岡地区では墓地の駐車場が林

に隣接しており、そこにタイヤや家電な

どの不法投棄が多いため、監視カメラを

設置しました。 

不法投棄を許さない地域づくり 

加東市山国地区では、地域住民以外の方が

分別せずにゴミを置いたり、小型家具などの

不法投棄があったため、監視カメラを設置し

ました。 

加西市の取り組み「ポイ捨て禁止ポスター」「環境標語」の募集と表彰式 

加西市では、毎年小学４年生から６年生を対象に「ポイ捨て禁止ポスター」を募集し、優秀作

品の表彰と展示を行っています。さらに平成 29 年度は加西市制５０周年の記念行事として、中

学生を対象に「環境標語」を募集し、表彰と展示を行いました。 

加西市内の小学校では、毎年小学４年生が小野クリーンセンターで施設を見学し、ゴミの分別

など、環境について勉強しています。ポイ捨て禁止、物を大切に、リサイクルの重要性など、そ

の時の学習成果がこの「ポイ捨て禁止ポスター」や「環境標語」に現れているようです。 

 今年度の表彰式は、市制５０周年記念「環境講演会」の第１部で実施されました。 

不法投棄防止監視カメラ設置状況 

加東市山国地区 



北播磨県民局では、今年度も、（公財）ひょうご環境創造協会と協力して、北播磨管内の小学

４～６年生を対象に、環境に配慮したライフスタイルについて考えてもらうため、廃棄物のリサ

イクルに積極的に取り組んでいる地域の事業所を見学するツアーを４回実施しました。このうち

8 月２２日に訪問した（株）ダンロップリトレッドサービスに 

おける見学の様子を報告します。 

㈱ダンロップリトレッドサービス（小野市北丘町） 

トラック・バス等のタイヤは１年間に６００万本ほど新たに

使用されます。そのうち約１００万本は、リトレッドタイヤと

いう再生タイヤが使われています。この工場では、再生タイヤ

を１日約４５０本、年間約１０万本製造しています。  
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ホントにゴミ？ゴミからお宝発見！ リサイクルツアーに出かけよう 

 秋も深まった日、八千代小学校３年生の「県立なか・やちよの森公園」での環境体験学習が開催

されました。山登りを楽しみにしていたようですが、あいにくの雨。プログラムが変更になり研修

室で、県立なか・やちよの森公園の高井さんからお話をお聞きすることになりました。 

「登山やハイキングで、道に迷った時は体を冷やさない、雨に濡れないようにすることが大切。体

温を奪われると３時間しか生きられない。」というサバイバルのことや、「木でできているものは何

があるかな？」と木に関することなど、写真や絵を見ながら学習しました。 

そして今日の活動開始。 

まずは木のストラップ作りです。 

始めに研修室で毛糸をみつあみに 

して、ストラップのひもを作りました。初めてみつあみをする子どもが多く、

友達といっしょに考えながらがんばっていました。最後に木に絵を描き、ニ

スを塗って出来上がり。素敵な作品ができました。 

次は森の妖精づくり。木片、木の実、木の葉など自然のものを使って作

ります。「森の中にいる自然を守っている妖精さんを想い、話しかけながら

作ってね。」というスタッフの方たちのアドバイスのもと、楽しい作品がで

きあがりました。午後には楽しみにしていた山登りにも行くことができ、

とても楽しい環境体験学習になりました。 

到着後、会議室で、子どもたちは、３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）などについて学

び、再生タイヤやその製造工程の説明を聞きました。タイヤをリサイクルすることで、資源の有効

利用となり、ＣＯ２排出量が新品製造時の半分となることを知りました。 

工場では、〝 使ってすり減ったタイヤを受入れ検査 → 古くなった表面を削る → 新しいゴ

ムを巻き付ける → 金型にいれて形を整える → 仕上げの検査 〟それぞれの工程を丁寧な説

明を受けつつ近くで見学しました。参加者は、古いタイヤが、新しいタイヤに生まれ変わっていく

様子を目の当たりにして、驚き感心している様子でした。 

多可町立八千代小学校  県立なか・やちよの森公園で環境体験学習  

環境学習の取り組み 
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子どもたちが作る「里山まつり」  

芳田小学校では、春から３年生が自然体験学習をしています。地元グリーンサポーターの「渉(わ

たる)さん」が担当。毎回、子どもたちと相談してプログラムを考え、子どもたち主体の活動をし

ています。１２月 8 日に開催された「里山まつり」もそのひとつ。渉さんが手入れしている雑木

林を会場に、自然物を使ったいろいろな遊びのお店を開いて、お客様（子ども園の園児、芳田小

１・２年生、保護者、地元の方）を招待しました。        

３年生たちはお客様が楽しむ姿を想像して、何をしようかグループ単位で考え、この日をめざ

して準備をしてきました。当日は大賑わいでした。 

１・２年生は「３年生になったら、里山まつりが出来る。」と今から楽しみにしているそうです。 

里山まつりには、校区の区長、副区長、農会長の方々や保護者が参加され、地域で子どもたちを

見守り、育てている温かさを感じました。 

 保護者の方々は、「子どもの頃に私も山で木登りしたり、隠れ家を作ったりして遊んでいた。」「木

の実を拾ったり、木の葉を集めたりして宝物にしていた。」「子どもたちに、こんな経験をさせても

らえて感謝しています。」と話されていました。 

来てくれたお客様にお店の説明をしています。 

僕たち、私たちのお店に来てね！！ 

環境学習の取り組み 

いつも楽しい遊びを一緒に 

している渉さんのお話を聞

いています。 

お客様が来る前に早く準

備をしないと・・・ 

 西脇市立芳田小学校 

まず、里山を探検！ 

ゴー! さあ、好きな遊びを楽しんで！ 

葉っぱつり、どんぐりごま、的あて、 

パチンコや、神経衰弱ゲーム、 

などなど！ 

どのお店もいっぱいのお客様です 

秘密基地！ 

景品も手作り！ 

ゴー! 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

里山に宿る四季の命の恵みを感じてもらいたい。命の恵みの尊さを感じ、自然と友だちになる 

ことができれば、その子はきっと将来にわたって、母なる自然を大切にする人に育ってくれるの 

ではないか。そんな願いを込めて、私たちは取り組んでいる。 

      

県立なか・やちよの森公園における環境保全・環境学習の取り組みについて 

夏 渓流を遡り、冷た

い川の流れや吹き抜ける

風を気持ちよく感じなが

ら、サワガニや川魚と戯

れ、水の恵みを感じる夏。 

秋 自然木に心を込めて木の実を

飾り、森に住む妖精と対話しながらつ

くる、世界にひとつだけのクラフト。

手ずから植え付けたサツマイモを収

穫し、焼き芋にして頬張り、土の温も

りを感じる秋。 

冬 眼下に広がる湖を眺めなが

ら、森に感謝の想いを伝える山登り。

飾り炭をつくる為、皆で火を起こし、

火の尊さに感謝する冬。 

〒679-1133 兵庫県多可郡多可町中区糀屋 677-10 TEL 0795-30-0050  FAX 0795-30-0052 

県立なか・やちよの森公園 休園日：月曜日(祝日の場合はその翌日以降の祝日にあたらない日） 

県立なか・やちよの森公園 高井 裕治  

何もないところから火種が起き、火種から火が生まれた瞬間 「ワァ〜ッ！！」 と子供たち

の大きな歓声があがる。大きな火起こし器を使って 50 人の力で火の神様を呼んだのだ。1 人で

出来なかったことがみんなの力で出来た瞬間 「僕、泣きそうになった」 ある男の子はそう伝

えてくれた。 

環境学習とは何か。子供たちが、自然の神秘を、命の不思議を、身近にあふれる奇跡を感じら

れること。そのキッカケになれるものこそ、環境学習なのだろうと私は思う。 

春 瑞々しい芝生広場にビオトー

プ、真新しい花を咲かせる木々や野

草に囲まれ、いきもの探しに駆け巡

り、大地の息吹を感じる春。 
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おすすめ！北播磨の自然 

あびき湿原を楽しもう！ 

 このあびき湿原、ほんの 10 年ほど前

はほとんど水のない荒れ地でした。平成

25 年から地元の方が保全活動を始め、

平成 27 年に「あびき湿原保存会」を設

立。1 年間を通じて保全活動を展開して

います。 

 平成 26 年、あびき湿原とその周辺の

自然環境の素晴らしさが認められ、加西

市で初めて「加西市野生生物保護地区」

に指定されました。 

みなさん、あびき湿原をご存知ですか？ 

あびき湿原は加西市南東部に位置する、兵庫県下最

大級の湿原です。 

このあびき湿原では、ハッチョウトンボをはじめ、

兵庫県レッドデータブックに位置づけられる貴重な動

植物を観察することができます。ぜひ一度、出かけて 

みませんか！晩秋のあびき湿原の様子を紹介します。 

①車で行く場合、南網引町公民館に駐車します。ここで 

靴底を洗える靴に履き替え、道案内にそって歩きます。 

②持ち出さない！ 

持ち込まない！ 

踏み込まない！３原則 

③入口です。動物防御柵に囲まれています。 

扉を開けて入ります。入ったら閉める。 

④入場者をカウントするため、

ひもを引っ張ります。 

⑤靴底を小川で洗い 

ます。 

⑥湿原の中の木道です。地元中心のボランティア

の手により整備されたものです。 

めずらしい動植物が観察できます。何に出会うかお楽しみ！ 

お問合せは加西市環境課まで  ℡ 0790-42-8716 

色 づ き 始 め

た 木 の 葉 と

赤い実 

ステキな生きものがいっぱい 

発見！かまきり 

めずらしい 

トピックス 
これまではトイレがありませんでした。 

12 月にバイオトイレが出来ました。 

夏はハッチョウトンボ 

がいます！１円玉大の 

世界最少のトンボです。 
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 かいぼりとは、農業用のため池の水を抜き、堆積した土砂などを除去し、外来種の魚や生物、

植物を駆除することにより、ため池の保全と水質改善、古来からの生きものを保護育成すること

を目的とした日本の農村の代表的な行事のひとつです。 

北播磨県民局の環境マスコット「ハリーン」の着ぐるみを北播磨の皆様の様々な 

イベントでご使用いただけます。 

              ご使用にあたっては申し込みが必要ですので、北播磨県民局県民交流室環境課まで 

 お気軽にお問合せください。 

（連絡先）北播磨県民局県民交流室 環境課 

電話０７９５－４２－５１１１（内線３４１） 受付時間：平日午前 9 時～午後 5 時 

 

ハリーン通信はインターネットで見ることができます 

 お待ちしていま～す！ 

29 北播Ｐ2-010Ａ4 

平成１７年の創刊号から、最新の２３号までのハリーン通信を 

インターネットで見る事ができます。ぜひ、ご利用ください。 

①インターネットを立ち上げ、「北播磨県民いきいき情報」 

と入力し検索 

②画面右側の分野別情報の『環境』のボタンをクリック。 

③『北はりまエコニュース ハリーン通信』の文字をクリック 

④見たい号数を開ける！ 

ハリーン着ぐるみ貸出します 

お知らせ 

環境保全の取り組み 

加東市曽我地区「中池」かいぼり 

晴天に恵まれた 11 月の日曜日、加東市曽我地区の中池でかいぼりが行われました。竹内区

長はじめ地区の方々、子どもたち、加東市職員、兵庫県加古川流域土地改良事務所職員が集ま

り、水辺ネットワークの安井幸男氏も参加。初めは少し残った池の水を遠巻きに見ていた子ど

もたちも、大きな網で次々に捕れるカエルや魚、カメ、エビに驚き、歓声があがりました。 

 水辺の生き物に詳しい安井氏から、捕まえた生物について説明があり、子どもたちは大きなカ

エルに触ったりして、楽しい時間を過ごしました。 

大きなカエルにビックリ！ 


